
令和４年度全国学力・学習状況調査の
調査結果の活用による指導改善に向けた説明会

中 学 校 理 科 （事例編）

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課



〈動画の内容〉

６．授業アイディア例

① 日常生活における現象を静電気の性質に関する知識と関連付けて説明する学習場面の例

② 問題を見いだす場面の学習場面の例

③ 改善点を明確にし、実験の計画を検討して改善する学習場面の例

④ 実験の計画を検討して改善する必要性を考える学習場面の例

⑤ 実験の計画を立案する際、予想や仮説と異なる結果が出ることを想定する学習場面の例

⑥ 課題に正対した考察を行う学習場面の例（グラフの作成を含む）

７． 指導改善・充実の視点

国立教育政策研究所のwebページからダウンロード
することもできます。
解説資料
https://www.nier.go.jp/22chousa/pdf/22kaisetsu_chuu_rika.pdf

報告書
https://www.nier.go.jp/22chousakekkahoukoku/report/data/22msci.pdf



６．①日常生活における現象を静電気の性質に関する知識と関連付けて説明する学習場面の例（報告書Ｐ22、23）

正答率 40.3％
「生命」領域で学習した観点や基準で、静電気を整理することで、
帯電と放電について理解が深まります。
例えば、Google Jamboard上で、班ごとに割り振られたフレーム
に個人で見いだした現象を付箋に入力して貼り付けていくことで、
授業アイディア例のような学習活動をすることができます。

例えば･･･



６．②問題を見いだす場面の例

生徒が主体的に探究を
行えるようにするためには、
生徒が「不思議だな」、「調
べてみたいな」と思えること
が大切です。

課題を設定する。
２人で近づいたり離れたり
しながら物を持つといった
活動をする。

①

②

あれ？近づいた方が軽く
感じる？

課題を設定する。



６．③改善点を明確にし、実験の計画を検討して改善する学習場面の例（報告書Ｐ60、61）

話し合いの活動



６．④実験の計画を検討して改善する必要性を考える学習場面の例（報告書Ｐ74、75）

現象を見せることにより、この
実験だけでは、化学変化の前後
で質量がどうなるのかという規
則性を確かめることができない
ことに気付かせましょう。



６．④実験の計画を検討して改善する必要性を考える学習場面の例（報告書Ｐ74、75）

このように、この実験だけでは化学
変化の前後での質量変化について
規則性を見いだすことができない学
習場面を設定することで、生徒が主
体的に検討することができます。

計画の改善の後に、さらに検討して
から実験を行うことが大切です。

他にも、例えば･･･
植物が光合成を行うときに二酸化炭素を取り入れ
ているかどうかを確かめたい。

対照実験は、これだけでよい？
本当に植物が光合成を行うと
きに二酸化炭素を取り入れて
いるといえる？



６．⑤実験の計画を立案する際、予想や仮説と異なる結果が出ることを想定する学習場面の例（報告書Ｐ84）

結果の予想と異なる結果が出
る場合は？
結果が出てから振り返るので
はなく、計画の立案の場面で
様々な場合を考えることもでき
ますね。



６．⑤実験の計画を立案する際、予想や仮説と異なる結果が出ることを想定する学習場面の例（報告書Ｐ84）

課題を解決するまでの探究の
過程を見通し、主体的に取り組
んでいくことが大切です。

課題を解決するための適切な探究方法を
確認することで、観察、実験の基本的な技
能を身に付けていくことにもつながります。



６．⑥課題に正対した考察を行う学習場面の例（報告書Ｐ81）

考察

（根拠となるもの）だから、

（考えたことや判断したこと）

と考えられる。

課題：アリは、視覚による情報をもとに行列をつくるか。

事実
（結果の値など、客観的データ）

解釈
（自分の考え）

根拠となるもの（事実）
と

考えたことや判断したこと
（解釈）
を区別して書きましょう！

正対
するように！

覆いをする前と覆いをした後でアリの行列に変化が見られ
なかったから、アリは視覚による情報をもとに行列をつくらな
いと考えられる。

アリは視覚による情報をもとに行列をつくらないと考えられる。



６．⑥課題に正対した考察を行うためのグラフを作成する学習場面の例

横軸に「変化させる量」･･･力の大きさ
縦軸に「それに伴い変化する量」･･･縮む長さ
でグラフを作成すればいいですね。

① 課題：電流の大きさと電圧の大きさは、どの
ような関係があるのだろうか

結果

電圧
〔Ｖ〕

０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

電流
〔mA〕

0 50 100 150 200 250

② 課題：金属と結びつく酸素の質量はどんな
関係があるのだろうか

結果

銅
〔ｇ〕

0.50 0.60 0.70 0.80 0.90

酸化銅
〔ｇ〕

0.12 0.75 0.88 1.00 1.13



３年生 ４年生 ５年生 ６年生

比較しながら調べる
活動を通して

関連付けて調べる
活動を通して

条件を制御しながら
調べる活動を通して

多面的に調べる
活動を通して

差異点や共通点
を基に

既習の内容や生活
経験を基に

予想や仮説
を基に

問題を見いだし、表
現すること

根拠のある予想や仮
説を発想し、表現す
ること

解決の方法を発想し、
表現すること

より妥当な考えをつ
くりだし、
表現すること

１年 ２年 ３年

問題を見いだし、見通しを
もって観察、実験などを行い

見通しをもって解決する方
法を立案して
観察、実験などを行い

見通しをもって
観察、実験などを行い

自然の事物・現象について探究する中で

知識・技能の習得

規則性、関係性、共通点や
差異点、分類するための観
点や基準
を見いだして表現すること

結果を分析して解釈し、規
則性や関係性
を見いだして表現すること

その結果（や資料）を分析
して解釈し、特徴、規則性、
関係性
を見いだして表現すること
探究の過程を振り返ること

小学校理科
「問題解決の力」

小学校で身に付けた力
を活用した科学的に探
究する活動の充実

７．指導改善・充実の視点



〈先生方にお願いしたいこと〉
観察・実験の充実
・機会の確保だけでなく、ＩＣＴ端末も活用しながら、「予想をもとに計画をたてる」、「結果を
基に考察する」、「振り返って考える」のような学習活動を充実させる。

探究の過程を通じた学習活動の充実
振り返りの場面
・計画を立てる場面や考察をする場面な
どで、見通しをもたせたり、検討する
など計画的に振り返りの場面を設定す
る。
考察をする場面
・課題に正対した考察が書けるようにす
る。
・「事実」と「解釈」の両方を示すこと
ができるようにする。

知識をより深く理解できるようにするために
・日常生活と関連付けて考える場面を設定する。

７．指導改善・充実の視点

第１学年
自然の事物・現象に進んで関わり、その中から
問題を見いだす

第２学年
解決する方法を立案し、その結果を分析して解
釈する

第３学年 探究の過程を振り返る

※各学年で主に重視する探究の学習過程の例



○ 映像資料（１５分程度） ○ 指導資料
・小学校６事例 ・学習指導案
・中学校６事例

「平成３０年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた
理科の学習指導の改善・充実に関する指導事例集」

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html


